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１） 事業所名 株式会社　高田産業

　　代表者氏名 代表取締役 高田　勝

２）　所在地 本　社　　　　　　 熊本県菊池郡菊陽町原水5599-4

３）　環境管理責任者 高田　佳子

　　　連絡担当者 高田　佳子

　　　連絡先 ＴＥＬ　096－232－0109　　ＦＡⅩ　096－232－0111

Ｅメールアドレス　　takata2320109@earth.ocn.ne.jp

４）　事業の内容 ・土木工事業

・舗装工事業

・建築工事業

・水道施設工事業

・とび、土工工事業

・解体工事業

※産業廃棄物収集運搬業(自社工事分で発生する産業廃棄物のみの取扱で、業としては行っていない)

５）　事業の規模

区分 単位 本社 資材置き場 駐車場

従業員数 人 9 0 0

延床面積 ㎡ 149 2,080 453

６）　資本金 5,000万円

7）　事業年度 期首　8月　　　　期末　7月

２．認証・登録の対象範囲

１）　対象事業所 本社・資材置場

２)　対象活動 土木工事業、舗装工事業、とび・土工工事業

※産業廃棄物収集運搬業(自社工事分で発生する産業廃棄物のみの取扱で、業としては行っていない)

1.　組織の概要

総売上額：30,107万円（2022年8月1日～2023年7月31日）
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環境経営理念

行動指針

(1) 電気・燃料の効率的利用による二酸化炭素排出量の削減。

(2) 廃棄物排出量の削減、およびリサイクルの推進。

(3) 節水による水使用量の削減。

(4) グリーン購入の推進。

(5) 地域清掃活動等の社会貢献活動の推進。

(6) 受注工事の品質向上に努める。

制定日：

株式会社　　高田産業
代表取締役

2021年9月10日

環　境　経　営　方　針

　当社は、土木工事を中心とし『発注者の期待に応えるものづくり』を経営理念に掲げ、私たちのくらしに
必要な社会インフラを整備し、安全・安心・快適な環境づくりに貢献しています。
　事業を実施するにあたり、地球の素晴らしい自然を大切にし、次世代へ引き継いでいくことが重要な使
命だと考え、地球保全に向けて環境経営システムを構築し、全社員が一丸となって環境保全の取り組み
を継続的に改善していきます。

1．私たちは以下の項目について、重点項目として取り組みます。

2．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

3．この環境経営方針は全社員や協力会社に周知し、環境経営目標・環境経営計画は毎年、見直しを
    行い、スパイラルアップし、成長する組織を目指します。
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責任者 責任者
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・

・

・
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・

・

・
・
・
・
・
・

・
・

ＥＡ２１事務局
環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データの作成・
維持・集計・管理を行う
社外からの環境情報の収集と伝達を行う

部門責任者

環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を全員に周知する
環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する
自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する
自部門に関連する法規制等を遵守する
自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する
自部門の教育・訓練を実施する

全従業員
環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動を実施する

代表者

代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ
環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する
環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する
環境への取組を実施するための資源（人・もの・金・情報）を準備する
ＥＡ２１の取組状況に関し全体評価し、見直しを指示する

環境管理責任者

ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行し、
環境実績を向上させる。
毎年、環境経営目標、環境経営計画を認可する。
取組状況を毎月確認し、四半期ごとにEA２１委員会を開催し評価する。
上記の結果を代表者に報告する。

ＥＡ２１委員会

四半期ごとに開催し、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を
確認すると共に、評価する。
毎年、環境経営目標、環境経営計画を見直し・作成する。
問題点が発生した場合は、原因を究明して必要な是正処置を検討する。

所　属 役割・責任・権限

高田　佳子

ＥＡ２１事務局

濱﨑　なつみ

事務部門 工事部門

高田　佳子 高谷　東

従業員・協力会社

　　役割分担表

山本　浩二
松川　金次郎
山本　浩伸
松﨑　香織

　　　　　　　　　　　　　　 4. 実施体制

代表者

高田　勝

 ＥＡ２1委員会 　環境管理責任者
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2020年8月～
2021年7月

2021年8月～
2022年7月

2022年8月～
2023年7月

2023年8月～
2024年7月

2024年8月～
2025年7月

(１)二酸化炭素排出量の削減 全社 ㎏‐CO₂ 24,702 24,455 24,208 23,961 23,714

①電気使用量の削減 全社 kWh 12,007 11,887 11,767 11,647 11,527

②ガソリン・軽油使用量の
　削減

事務所 ℓ 5,305 5,252 5,199 5,146 5,093

③ガソリン・軽油・灯油使用量
　の削減

現場 ℓ 2,883 2,854 2,825 2,797 2,768

①一般廃棄物排出量の
　 削減

事務所 ㎏ 不明 133 132 131 130

②産業廃棄物の
　 リサイクル率の向上

現場 ％
（リサイクル率）

99.5 95以上 95以上 95以上 95以上

事務所 m³ 40 39 39 39 38

事務所 不明 配慮する 配慮する 配慮する 配慮する

現場 不明 配慮する 配慮する 配慮する 配慮する

全社 件数 2 2 2 2 3

①工事評価点の向上 現場 点
（平均）

78 77以上 77以上 77以上 77以上

(2)廃棄物の削減、リサイクルの推進

(3)水使用量の削減

(4)グリーン購入の推進

(5)社会貢献活動の推進

(6)工事の品質向上

備考） ・ 購入電力の二酸化炭素排出係数は、 0. 426㎏-CO2／kWh（ リ コ ージャ パン( 株) 2020年度調整後） を 使用し た。

　 　 　 ・ (    ) 内の数値は、 基準年（ 2020年度実績値 ) に対する削減率を 示す。
　 　 　 ・ サイ ト 区分の全社と は、 事務所＋現場を 示す。
　 　 　 ・ PRTR法対象物質の使用はありません。

5.  環境経営目標(2022年度)

環境目標
サイト
区分

単位

基準年
2020年度

目標

2022年度
（2%削減）

2023年度
（3%削減）

2024年度
（4%削減）

2021年度
（1%削減）
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(１)二酸化炭素排出量の削減 全社 ㎏‐CO₂ 24,208 14,267 170% ◎

①電気使用量の削減 全社 kWh 11,767 8,067 146% ◎

②ガソリン・軽油使用量の
削減

事務所 ℓ 5,199 3,188 163% ◎

③ガソリン・軽油・灯油使用
量の削減

現場 ℓ 2,825 1,355 208% ◎

①一般廃棄物排出量の
　 削減

事務所 ㎏ 132 92 144% ◎

②産業廃棄物のリサイクル
率の向上

現場 ％
（リサイクル率）

95以上 99.2 104% 〇

事務所 m³ 39 36 108% 〇

事務所 配慮する 配慮した － 〇

現場 配慮する 配慮した － 〇

全社 件数 2 8 － ◎

①工事評価点の向上 現場 点
（平均）

77以上 80 104% 〇

6.  環境経営目標の実績(2022年度)

(2)廃棄物の削減、リサイクルの推進

(3)水使用量の削減

(4)グリーン購入の推進

(5)社会貢献活動の推進

(6)工事の品質向上

備考）※1 目標達成率の計算　　目標÷実績×100（削減目標の場合）、　実績÷目標×100（増加目標の場合）
　　    ※2 評価区分　　◎：目標達成率≧120% 　   ◯：100%≦達成率＜120% 　  △：90%≦達成率＜100%
　　　　　　　　　　　　　　　　×：達成率＜90%　　　　－：評価できない

環境目標
サイト
区分

単位

2022年度運用期間
（2022年8月～2023年7月）

目標 実績
目標

達成率 (％)
※1

目標
達成評価

※2

24%

52%

24%

二酸化炭素排出量

電気使用量
事務所ガソリン
現場ガソリン
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高田佳子 〇

高田佳子 〇

高田佳子 〇

高田佳子 〇

濱﨑 〇

濱﨑 〇

濱﨑 〇

山本 〇

山本 〇

山本 〇

山本 〇

山本 〇

山本 〇

濱﨑 〇

濱﨑 〇

濱﨑 〇

山本 〇

山本 〇

高田佳子 〇

高田佳子 〇

担当者
取組の
状況

①水使用量の削減 全社 高田勝

1.日常の節水・漏水の点検

2.節水の励行・洗車は必要最小限とする

(3)水使用量の削減

取組目標
サイト
区分

責任者 具体的な取組（活動項目）

担当者

3.情報機器を使用し共有化を行い、重複資料
　等を減らす

取組の
状況

②産業廃棄物の
　リサイクル率の向上

現場 高田勝

1.現場における廃棄物の分別徹底

2.現場代理人はマニフェストの管理を確実に
　行う

①一般廃棄物排出量の
  削減

事務所 高田佳子

1.資源ごみと燃えるごみを分別して重量を
　計測し記録する

2.裏紙使用、両面ｺﾋﾟｰの励行

(2)廃棄物排出量の削減、リサイクルの推進

取組目標
サイト
区分

責任者 具体的な取組（活動項目）

（2022年8月～2023年7月）

7. 環境経営計画と実施状況(2022年度)

①電気使用量の削減 全社 高田勝

1.本社事務所の室温は、冷房期、暖房期について
  エアコンで適温を維持する

2.ｴｱｺﾝの清掃(ﾌｨﾙﾀの清掃･室外機の保護)を
　行う。

担当者

3.業務終了時に完全に電源を切る（PC）

4.倉庫・トイレは使用時のみ点灯
　不要な照明の消灯・夜間の主電源OFF

〇：できている
△：ある程度できている

×：できていない(1)二酸化炭素排出量の削減

取組目標
サイト
区分

責任者 具体的な取組（活動項目）

③ガソリン・軽油・灯油
　使用量の削減

現場

取組の
状況

②ガソリン・軽油
　使用量の削減

事務所 高田佳子

1.無駄なアイドリングをさける

2.ﾀｲﾔの空気圧ﾁｪｯｸを行う

3.不用品を車両から降ろして軽量化を図る
　整理整頓・掃除の励行

高田勝

1.急減速、急加速をさける

2.無駄なアイドリングをさける

3.現場規模に合った重機を使用する

4.適切な作業ﾓｰﾄﾞで作業を行う

5.燃料無噴射状態(ｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷ)等の走行をする

6.一定速度の走行をする
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事務所 高田佳子 濱﨑 〇

現場 高田勝 山本 〇

①社会貢献活動の推進 全社 高田勝 高田佳子 〇

山本 〇

山本 〇

山本 〇

山本 〇

3.工程毎の書類・写真管理を徹底する

4.発注担当者との情報共有・コミュニケー
　ションを積極的に行う

①工事評価点の向上 現場 高田勝

1.工程手順と天候を確認し、効率的な段取りを
　行い、工期を遵守する

2.効率的な機械使用を検討する

担当者
取組の
状況

(6)工事の品質向上

取組目標
サイト
区分

責任者 具体的な取組（活動項目） 担当者

1.地域等のボランティア活動に積極的に参加
　する。

取組の
状況

(5)社会貢献活動の推進

取組目標
サイト
区分

責任者 具体的な取組（活動項目）

①グリーン購入の推進

1.事務に使用するグリーン購入商品をカタ
　ログ・仕様書で確認して購入し、記録する

1.工事で使用する建設資材は可能な限り
　再生材を調達する。

(4)グリーン購入の推進

取組目標
サイト
区分

責任者 具体的な取組（活動項目） 担当者
取組の
状況



活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

③ガソリン・軽油・灯
　油使用量の削減

現場 ◎

1.急減速、急加速をさける

2.無駄なアイドリングをさける

3.現場規模に合った重機を使用する

4.適切な作業ﾓｰﾄﾞで作業を行う

5.燃料無噴射状態(ｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷ)等の走行をする

6.一定速度の走行をする

＜現状＞
・取り組みについては、す
べての項目で目標達成する
ことが出来た。

＜今後＞
・今後も取り組みを継続し
ていく。

備考）達成状況区分　◎：目標達成率≧120%  ◯：100%≦達成率＜120% △：90%≦達成率＜100% ×：達成率＜90%
　　　実施状況区分　◯：実行されている　　△：ほぼ実行されている　×：実行されていない　−：該当なし
　　　　　　　　　　－：評価不可

2.ｴｱｺﾝの清掃(ﾌｨﾙﾀの清掃･室外機の保護)を
　行う。

3.業務終了時に完全に電源を切る（PC）
　週末はコンセントから抜く（PC・家電類）

4.倉庫・トイレは使用時のみ点灯
　不要な照明の消灯・夜間の主電源OFF

②ガソリン・軽油
　使用量の削減

事務所 ◎

1.無駄なアイドリングをさける

2.ﾀｲﾔの空気圧ﾁｪｯｸを行う

3.不用品を車両から降ろして軽量化を図る
　整理整頓・掃除の励行

①電気使用量の削減 全社 ◎

1.本社事務所の室温は、夏場・冬場の適温をエアコン
で調節する

8. 取組結果の評価と次年度の取組

1.二酸化炭素排出量の削減

達成手段

業務用エアコンの取り替え

省エネ設定温度（冷房28℃ 暖房20℃）で管理
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活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

〇

〇

〇

〇

〇

活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

〇

〇

活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

事務所 〇 〇

現場 〇 〇

4.グリーン購入の推進

達成手段

①グリーン購入の推進

1.事務に使用するグリーン購入商品をカタ
　ログ・仕様書で確認して購入し、記録する

＜現状＞
・取り組みについては、目
標達成できた。

＜今後＞
・意識を高めて継続してい
く。

1.工事で使用する建設資材は可能な限り
　再生材を調達する。

3.水使用量の削減

達成手段

①水使用量の削減 全社 〇

1.日常の節水・漏水の点検

＜現状＞
・水使用量の削減について
は、両項目ともに目標達成
することが出来た。
＜今後＞
・意識を高めて目標達成を
目指したい。

2.節水の励行・洗車は必要最小限とする

2.裏紙使用、両面ｺﾋﾟｰの励行

3.情報機器を使用し共有化を行い、重複資料
　等を減らす

②産業廃棄物の
　リサイクル率の向上

現場 〇

1.現場における廃棄物の分別徹底

2.現場代理人はマニフェストの管理を確実に
　行う

①一般廃棄物排出量の
  削減

事務所 ◎

1.資源ごみと燃えるごみを分別して重量を
　計測し記録する

＜現状＞
・廃棄物については、両項
目ともに目標達成すること
が出来た。

＜今後＞
・意識を高めて継続してい
く。

2.廃棄物排出量の削減

達成手段

事務所の照明を蛍光灯からLEDに取り替え

-9-



活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

①社会貢献活動の推進 全社 ◎ 〇

＜現状＞
・社会貢献活動として目標
達成できた。
＜今後＞
・取り組みを継続してい
く。

活動項目
サイト
区分

達成
状況

実施
状況

評価と今後の取組

〇

〇

〇

〇

達成手段

①工事評価点の向上 現場 〇

1.工程手順と天候を確認し、効率的な段取りを
　行い、工期を遵守する

＜現状＞
・取り組みについては、目
標達成できた。

＜今後＞
・工事評価点を更に上げる
ために技術職員同士の意見
交換を行う。

2.効率的な機械使用を検討する

3.工程毎の書類・写真管理を徹底する

4.発注担当者との情報共有・コミュニケー
　ションを積極的に行う

6.工事の品質向上

5.社会貢献活動の推進

達成手段

1.地域等のボランティア活動に積極的に参加
　する。（9/19～9/20、10/12、1/31、3/27、3/31、
5/4、5/7、7/13に実施）

緊急事態訓練
掘削工事による埋設物破損

台風14号災害ボランティア

緊急事態訓練
火災災害及び地震災害
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2023.7.31

評価

〇

〇

-

-

〇

〇

2023.9.6

フロン排出抑制法 フロン排出抑制法点検記録簿にて点検を実施

熊本県生活環境保全条例
事業活動の実施に当たって自然環境が適正に保全される
ような措置を講ずる

-10-

備考）　評価区分　◯：遵守　　×：不遵守　　ー：該当なし

10．代表者による全体評価と見直しの結果

　(1)取組状況の全体評価
　今回のエコアクション21運用期間2022年8月～2023年7月の取組活動については、前年度の活動結果をもと
に目標未達改善に主眼をおいて活動を行った。

達成状況は全ての取り組みにおいて目標達成と満足いく結果であった。

意識を高めてちょっとした取り組みをするだけで、このような成果をあげられ、エコアクションの有意性を改めて
感じた。

　(2)見直しの結果
　今回、2月に3台ある200Vエアコンのうち2台を新品交換、3月に室内照明の約6割を蛍光灯からLED照明に
交換したが、エコアクションの取り組みと相まって、前年度より約2割も電気使用量の削減ができた。

今期に引き続き来期も予算建てを行い、使用機器等の交換を進めていきたい。

建設リサイクル法 一定規模以上建築4品目の分別解体と再資源化

騒音規制法
特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の騒音レベルの遵守

振動規制法
特定建設作業の届出
建設現場での機械使用時の振動レベルの遵守

廃棄物処理法
一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理、定期報告

9．環境関連法規等の遵守状況の確認及び、訴訟等の有無

　・当社の事業活動、製品及びサービスに適用される主な環境関連法規等は、以下のとおりです。
　・運用期間中の事業活動に対して、2023年７月に環境関連法規等の遵守状況を確認・評価
　　した結果、全ての法律で遵守を確認し、違反はありませんでした。
  ・また、関係機関等からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでした。

適用される法規等 適用される事項（施設・物質・活動等）



加藤清正の鼻ぐり井手

出典：熊本市役所 環境局 熊本市の環境

　熊本城を造った加藤清正公は"土木の神様"と呼ばれ、治水・利水に類まれな力
を発揮した。清正の偉業は、今も熊本の人々の生活の中に息づき、恩恵を与え
続けている。
　鼻ぐり井手は、現在の菊陽町・馬場楠堰井手に残る清正独創の工夫である。
井手（用水路）を壁で仕切る構造とし、壁の底部中央に穴を開け、底の水の流
れを速くし、阿蘇特有の火山灰土（ヨナ）が底に溜まるのを防いでいる。今も
現役の用水路として市内の水田を潤している。

株式会社 高田産業
〒869-1102 熊本県菊池郡菊陽町原水5599-4

TEL(096)232-0109 FAX(096)232-0111

E-mail : takata2320109＠earth.ocn.ne.jp
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